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The Happy Day at Last Has Come (32) 
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詞：ファイロ ー・ デイプル(1806-1895)
曲：工ベニザー・ ビーズリー(1840-1906)

教義と聖約128: 20-21 
使徒3 : 19-21 



ああ， 神いつでも
0 God, Our Help in Ages Past (31) 
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詞：アイザック・ワッツ(1674-1748)
曲：ウィリアム・クロフト(1677-1727)

詩篇90 : 1 - 2 ; 91 : 1 - 2 
詩篇48: 14 

第19番 第20番

1. 

2. 

3. 

4. 

ああ， 神いつでも

嵐より守る

くら

み座の陰にて

み手にゆだねれば

つく

この地を造りし

神はとこしえに

ああ， 神いつでも

とこしえの家に

われら助け
と わ

永遠の家よ

住まわせたまえ

ただ安けし

その前より

変わらずあり

われら助け

導きたまえ

1. 楽しき日は来て
おさ

世を治むメシャを

2. 福音また聞こゆ

暗かりし国は

3. 

4. 

予言者らが告げて

聖徒らの待ちし

その日， 主の声を
くだ

天使も降りて

真理知れわたり

天使は知らせぬ

やみ い

闇より真理出で

師く日を見る

アプラハムが見し日

み業成る日日は，

聖徒らまた聞かん

皆， 共に語らん


